
観音寺市備蓄品(パーティション)　設置要領 

 

【入組品】 

　　ポール(長・短)各１６本、ジョイントＡ・Ｂ・Ｃ各８個、カーテンリング３２個(予 

備２個)、カーテン４枚、「ポール結束用紐２本、説明書(写真にはありません。)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項：ポールは長さが違うだけでその他の規格は同じなので間違わないでください。 

　　　　：無理な力を加えると折れることがあります。 

 

【組立】 

１　ポール長とジョイントＡ・Ｃを使用して、パーティションの上下を作成します。 

　　ポール長２本とジョイントＣを組み合わせて１本の長いポールを８本作成します。 

　　ジョイントＡを使用して正方形のフレームを２個(上枠、下枠)作成します。 

　　『ポイント』 

　　パーティションの下枠になる方はジョイントの穴が上、上枠になる方は穴が下になり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポール長

ポール短

ｼﾞｮｲﾝﾄＡ(三叉)

ｼﾞｮｲﾝﾄＢ(Ｉ字)

ｼﾞｮｲﾝﾄＣ(Ｔ字)

ｶｰﾃﾝﾘﾝｸﾞ

ｶｰﾃﾝ

収納箱



 

【組み上がったもの】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　上になる枠の各角にポール短を組み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３　上になる枠にカーテンリングを入れます。 

　　ポール長にカーテンリング４個が基準です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ポイント』カーテンリングは凹凸になっています。凸部分が内側になるように入れれば

カーテンを付けるときに楽です。(カーテンを枠の外側から付ける場合) 

 

４　カーテンを装着します。 

　　カーテンリングの凸部分にカーテンの穴を入れカーテンリングを結合します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポール長、リング４

凹凸部分を結合します。



 

カーテンの端の穴は隣の面に被せます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各面にカーテンを装着します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隣のカーテン隣のカーテン



 

５　ハーティションの下になる部分の四隅にホール短を差し込みジョイントＢを付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６　パーティションの下の部分に上の部分を取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７　カーテンの裾の部分を縛り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポール短

ジョイントＢ



 

７　間のポールを４箇所結合する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８　カーテンの裾の部分を結ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ポイント』 

　キツく結ぶと紐が切れる可能性があります。 

 

９　ベット等の生活備品を中に入れて概ね完成（事後、標示等の作業あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

『ポイント』 

・段ボールベッドを２台入れると、ベット間は約２０～３０センチでベッド下の空間がな

いことを承知する必要があります。 

 

・２～４名で組み立てるのがよいが、１名で組み立てる場合は、パーティションの枠を全

て作成し、カーテンを後から付けることも出来ます。基本的に組立手順はありません。 

 

・無理な力を加えると、ジョイントやカーテンが破損する場合があります。 

 

・カーテンの裾を結ぶときに、力を入れすぎると紐が切れる場合があります。 
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